
令和元年度　愛知学院大学短期大学部ＳＤ研修会アンケート集計結果（報告）

開催日時　：　令和元年11月12日（火）　１７：００　開始
研修内容　：　学校改革における教職協働の在り方
講　　　師　：　滝川嘉彦先生（学校法人滝川学園理事長、日本私立短期大学協会副会長）
出席状況　：　24名（短期大学部専任教員16名、同専任職員4名、技工専門学校専任教員4名）

アンケート集計結果

自由記入（抜粋）
・　本学においての取り組みのヒントになり大変良かった

・　今後も継続していくことが望まれます

・　特に分掌により業務を可視化することは、とても重要性を感じました

・　「教職協働」について他校の情報を知りたいです

・　業務の量の平準化が重要だとあらためて思いました

・　今後、今回の内容を本校の課題点、それぞれの立場でどう生かしていくのかが鍵であり大切と思います

・　経営の効率と教育の充実をどう考え実行していくかを感じました

・　専門学校の問題度重なる点も多く、有意義な講演でした

・　少ない人員での効率的な業務の進め方や連携について、現場で働いている方のお話が聴けたらと思いました

・　今の仕事を整理して専門学校の特徴や強みとなる「ニッチな部分」を洗い出していきたい

・　教員が事務仕事に追われて教材研究が十分に行えない状況は問題であるため業務の整理は必要だと思いました
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研修は今後の業務に役立つと思いますか 
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